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日本色彩学会協賛講演 会報告

叢 ：  ；鰯
　　　’　”　脇　’

神作博先生講演会

色彩応用に関する概観　視認性 ， 誘目性 ， 可読性の研究 を中心 と して

　　　　　　　正会員 落合 信寿

　去る 2006 年 9月 12日，早稲田大学人 間総合研究

セ ン タ
ー

主催，ならびに日本色彩学会ほか 5学会の協

賛に よ り，早稲Eヨ大学国際会議場第 三 会議室 に お い で ，

日本色彩学会前会長の 神作博先生 〔中京大学教授 ，放

送大学客員教授 ）の 講演会 が，下記の要領に て 開催さ

れた （司会は早稲 田大学教授　齋藤美穂先生）e

日時 ：2006 年9月 12 日（火）］4 ：00 〜15 ：30

会場　早稲田大学国際会議場　第三 会議室

参加者　72 名

主催 ：早稲 Eヨ大学人間総合研究 セ ン タ
ー

「嗜好に対

　　　する感性認知工学的研究」プ ロ ジ ェ クト

　　　「技術とア メ ニ テ ィの調和した人間行動システム

　　　の構築 ：感性からの ア プロ
ー

チ」プロ ジ ェ ク ト

　　　（研究代表者 ：早稲田大学　齋藤美穂教授）

協賛 ： 日本色彩学会．日本心理学会 ，日本人 間工 学

　　　会 ，照明学会 ，日本応用心理学会

　当 日は ，朝か ら 雨 が 降 り続 くあ い にくの天 気で あ

っ たが ，定員 80 名程 の 会場 に72 名も の方々 に ご来

場いただき ，大変盛況な講演会とな っ た 。 参加 者は ，

大学 ・
研 究機関の研 究者 1 民 間企業の研究開 発 ・デ

ザイ ン部門の担当者 か ら大学院生
・
学部生 ま で ，実

に幅広い層の方々 に ご参加い ただい た 。

　ご講演者の 神作博先生は ，日本における色彩 心理

学の第
一

人者と して こ 活躍され て おり，日本色 彩学会

にお い て も会 長 ．副会 長 、東海支部長 と い っ た 要職
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を歴 任されて い る。先生は ，干葉大学文理学部 （心理

学専攻）ご卒業後，防衛庁に 入庁され 、El本最初の航

空 宇 宙医 学研究機関 で あ る航空 医学実験隊にお い て ，

航空 心理の 研究に長らく携わ られた 。 その後，中京

大学文学部心理学科 〔現在は心 理学部 に改変）に教員

として着任された 。今□まで
一

胃 して ，応用心理学の

お 立 場か ら，色彩，照明．交通 ，人間工 学 1 産 業 、

福祉など ，現実場面 の諸問題 を扱 う幅広 い研究 に取

り組まれ て い る。

　本 講演会 で は 1 神作先生が こ れ ま で手挂トけ られた

広範な研 究課題 の 中で も ，特 に 、色彩 を対象に して

精力的に取 り組 まれ た色の視認性 ，誘 目性，可読性

の研究 を中心に ご講演い ただ い た 。

　神作先 生 は 、大変 ご 多忙な身 で ある にもか かわ ら

ず，本講演会のため に21 ペ ー
ジにわたる詳細な資料

を ご 用意 して 下 さ っ た 。 この資 料は，裂本 した もの

が講演会の 配布資料と して参加者に配られた。

　 90 分という限 られた時間で は，先生の こ研究の 全

容に つ い て詳 しくお話い ただくにはあま りに短 すぎ

る感があ るが，ご 講演 の中 で は ，航空 医 学実験 隊こ

所属 当時 に実 施された 飛行実験，海上 訓練の 模様や，

色 の誘 目性の 測定に 用 い ら れ た実験刺激 など貴重 な

カ ラース ライドを拝見 しながら．これまでの先生のこ

研 究 のあ ゆみ を体 験 談 を交え な が らお話 い た だ き ，

大変興 味深 く有意義な講演会 と な っ た 。

　　　　　　　　　　 （早稲 田大学人間科学学術院）
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